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○菰野町入札監視委員会運営要領 

平成17年３月１日要綱第２号の１ 

改正 

平成22年３月25日告示第５号 

平成31年２月15日告示第９号 

令和７年４月17日告示第49号 

菰野町入札監視委員会運営要領 

（趣旨） 

第１条 この要領は、菰野町入札監視委員会設置要綱（以下「要綱」という。）第11条の規定に基

づき、菰野町入札監視委員会（以下「委員会」という。）の会議の運営に必要な事項を定めるも

のとする。 

（委員の公表） 

第２条 委員会は、委員の任命後最初に開かれる定例会議の後に、委員の氏名及び職業の公表を行

う。 

２ 年度途中で委員が交代した場合は、直近の定例会議を開いた後に、委員の氏名及び職業の公表

を行う。 

（提出資料） 

第３条 要綱第５条第４項に規定する定例会議への報告は、原則として会議開催の前前月以前６か

月間に発注した工事に係る次の資料を提出して行うものとする。ただし、様式第１号及び様式第

２号については、建設工事の予定価格が200万円以下のものは報告の対象から除外する。 

(１) 発注工事総括表（様式第１号） 

(２) 入札方式別発注工事一覧表（様式第２号） 

(３) 指名停止等の運用状況一覧表（様式第３号） 

(４) 談合情報対応状況資料 

（抽出） 

第４条 定例会議では、第３条第２号に規定する発注工事一覧表の中から事前に抽出した事案につ

いて審議を行うものとする。 

２ 事案の抽出は、あらかじめ指定した委員（以下「当番委員」という。）が行うものとする。 

３ 当番委員は、委員の五十音順の輪番制とする。 

４ 抽出は、各入札方式から１件以上、合計で５件以内とし、定例会議を開く２週間前までに行う
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ものとする。 

５ 抽出事案の説明は、抽出事案説明書（様式第４号）を提出して財務課長が行い、工事概要等に

ついては施工担当課長が行うものとする。 

６ 審議は、抽出事案に係る入札参加資格の設定及び指名業者の選定方法等が適切に行われている

かどうかを中心に行う。 

（再苦情処理会議） 

第５条 要綱第５条第５項に規定する再苦情処理会議については、菰野町発注工事に関する苦情処

理要領（以下「苦情処理要領」という。）により処理する。 

２ 前号の再苦情処理会議については、申立者及び発注者からの書面の提出その他委員会が必要と

認める方法により審議する。 

３ 再苦情処理会議は、定例会議と同時に開催することができる。 

４ 委員会は、再苦情に係る審議を終えたときは意見書を作成し、町長に報告を行うこととする。 

５ 委員会は、意見書を公表することができる。 

（会議の開催） 

第６条 緊急やむを得ない事情があり、会議を開くことができない場合には、委員長は、書類の回

議をもって会議に替えることができる。 

附 則 

この要領は、平成17年３月１日から施行する。 

附 則（平成22年３月25日告示第５号） 

この要領は、平成22年４月１日から施行する。 

附 則（平成31年２月15日告示第９号） 

この告示は、平成31年４月１日から施行する。 

附 則（令和７年４月17日告示第49号） 

この告示は、令和７年５月１日から施行する。 
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様式第１号（第３条関係） 

 

様式第２号（第３条関係） 
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様式第３号（第３条関係） 

 

様式第４号（第４条関係） 

 


